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新
時
代
に
先
駆
け
処
理
施
設
完
成

　

生
産
物
の
有
利
販
売
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ん
の
営
農
と
生
活
に
直
結
す
る
た
め
、

時
代
を
先
取
り
し
た
市
場
性
の
高
い
販
売

体
制
づ
く
り
が
日
常
的
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
を
目
標
年
と
す
る
農
業
振

興
計
画
で
も
戦
略
品
目
を
模
索
し
、
美
瑛

自
主
・
自
立
で
拓
く
販
売
力
の
強
化

コンテナダンパー

産
農
産
物
の
販
売
・
加
工
対
応
の
強
化
を

め
ざ
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
実
践
事
項
の
ひ
と
つ
に
販
売
チ
ャ

ネ
ル
の
多
様
化
と
連
動
し
、
契
約
販
売
取

引
の
拡
大
と
併
せ
、
地
元
加
工
企
業
と
の

連
携
に
よ
る
有
利
販
売
が
あ
り
、
重
要
品

目
の
ひ
と
つ
と
し
て
作
付
け
の
拡
大
を

図
っ
て
い
た
「
加
工
玉
ね
ぎ
」
の
処
理
加

工
施
設
が
竣
工
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
需
者
の
多
様
な
要
望
の
中
で
最
も
要

望
さ
れ
て
い
る
課
題
は
良
質
品
の
安
定
供

給
で
、
こ
れ
は
有
利
販
売
の
大
前
提
と
な

る
た
め
、
貯
蔵
施
設
及
び
処
理
加
工
に
係

る
機
械
設
備
を
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
６
月
13
日
に
工
事
着

手
後
、
順
調
に
工
事
が
進
み
、
10
月
30
日

の
施
主
竣
工
検
査
の
上
、
同
日
完
成
引
き

渡
し
を
受
け
、
11
月
５
日
か
ら
稼
働
し
ま

し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

　

当
年
度
の
加
工
玉
ね
ぎ
の
実
作
付

面
積
は
、
約
90
㌶
を
確
保
。
目
標
年

次
の
平
成
30
年
に
は
２
百
㌶
。
生
産

新
時
代
に
先
駆
け
処
理
施
設
完
成

玉ねぎピーラートリミングテーブル

製品溜め水槽 ( 弱酸性次亜塩素水）.シャワーリング装置ブロワー装置
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完成のごあいさつ

付加価値アップ・
　有利販売めざし

代表理事組合長　　

熊谷　留夫

　かねてから建設工事が進められておりました
「美瑛町農協加工玉ねぎ貯蔵加工処理施設」が完
成の運びとなりました。この施設は、国の「平
成 27年度強い農業づくり交付金」の支援を頂い
て事業導入が実現したところであります。
　完成に至る今日まで、各行政機関各位と建設・
施行にご協力を頂きました関係企業各位には、
特段のご理解とご協力を賜り、衷心よりお礼申
し上げます。
　本町において加工玉ねぎ生産は、当ＪAが５
年ごとに策定しております第 9次の地域農業振
興計画において、一経営体当りの耕作面積が拡
大傾向にある畑作経営の中で、機械収穫が可能
で一定の収益性が見込める新たな有望作物とし
て位置づけた重要な品目であります。
　本年は約 90㌶が作付けされ、目標年の平成
30年には 200㌶の増産を計画しているところで
あります。
　国内では、特に業務用加工向玉ねぎの需要は
あるものの、安定供給が課題となっております。
こうした中で、当施設は出庫までの原料品質を
維持する貯蔵施設と、実需者からの要望が高い
付加価値アップの供給体制を実現するための加
工処理施設を完備しており、今後品質面での有
利性を最大限発揮して参ります。
　昨今、国際化のうねりの中で、農畜産物輸入
自由化が常に取り沙汰される環境ではあります
が、我々は消費者・実需者が求める安全・安心
な農畜産物の供給を通して、これからも信頼さ
れる産地としてたゆまぬ努力を重ねる所存であ
ります。
　施設の完成を生産者共々お慶び申し上げ、完
成のご挨拶と致します。

金属検知器

機械化の進む玉ねぎの収穫

箱詰め設備

量
で
１
万
２
，
０
０
０
㌧
。
生
産
額
で
は

９
億
６
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

当
該
施
設
の
設
置
場
所
は
、
町
内
藤
野

地
区
の
馬
鈴
薯
貯
蔵
施
設
群
の
一
角
で
敷

地
面
積
は
５
，
８
６
８
平
方
㍍
。
工
事
行

程
は
本
年
６
月
13
日
か
ら
10
月
30
日
で
当

該
年
産
の
処
理
加
工
を
念
頭
に
急
ピ
ッ
チ

で
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
処
理
選
果

ラ
イ
ン
が
２
列
と
な
っ
て
お
り
、
加
工
処

理
施
設
と
玉
ね
ぎ
貯
蔵
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ

１
棟
ず
つ
の
内
容
で
す
。

　

工
事
の
名
称
は
、
平
成
27
年
度
強
い
農

業
づ
く
り
交
付
金
美
瑛
町
農
協
／
加
工
玉

ね
ぎ
貯
蔵
加
工
処
理
施
設
新
設
工
事(
建

物)

・
同
／
加
工
玉
ね
ぎ
加
工
処
理
設
備
新

設
工
事(

機
械)

と
な
っ
て
お
り
、
事
業
費

は
建
設
工
事
４
億
５
千
５
百
万
円
、
製
造

請
負
工
事
２
億
４
千
万
円
で
総
事
業
費
は

６
億
９
千
５
百
万
円(

税
別)

と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

設
備
機
械
類
は
、
コ
ン
テ
ナ
ダ
ン
パ
ー
、

玉
ね
ぎ
ピ
ー
ラ
ー
、
ト
リ
ミ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
、
シ
ャ
ワ
ー
リ
ン
グ
、
ブ
ロ
ワ
ー
装
置

の
ほ
か
金
属
検
知
器
、
箱
詰
め
設
備
、
予

冷
庫
な
ど
で
構
成
さ
れ
、
特
に
玉
ね
ぎ
ピ
ー

ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
皮
む
き
機
は
海
外
製
で

２
台
が
導
入
さ
れ
、
年
間
の
処
理
能
力
は

５
，
８
９
０
㌧
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
は
道
内
農
業
者
に

大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
国
会
批
准
は
残
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
重
要
４
品
目
で
の
輪
作

が
衰
退
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ

ら
を
補
完
す
る
作
目
へ
の
注
力
が
求
め
ら

れ
、「
加
工
玉
ね
ぎ
」
へ
の
期
待
も
高
ま
る

と
こ
ろ
で
す
。
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青年部
大西　智貴部長
　
　力強い農業、
魅力ある農村づ
くりなどのメイ
ンテーマのもと

に課題の解決に向けた考え方が示され
ました。
　担い手の一翼を担う青年部の一員と
しても「力強い農業」への実践を新た
に思いました。

女性部
大滝　律子部長

　農業は食と命
を守る大切な産
業であることは
今さら言うまで

もありませんが、恵まれた北海道の農
業・美瑛の農業を将来担う世代のため
に思いを込めて取り組んでいきたいと
思っています。たくさんの方が農業の
応援団になって頂ければと思います。

第 28 回ＪＡ北海道大会

耕そう未来
550 万人
道民と創る

― 大会決議 ―
◎第 28 回ＪＡ北海道大会のメインテー
マである「北海道 550 万人と共に創る“力
強い農業と豊かな魅力ある農村”の実現
に向けた各議案について、組合員各ＪＡ・
連合会・中央会が各
役割を再認識すると
ともにＪＡグループ
北海道の英知を結集
して基本目標の達成
に向け取り組むもの
とする

　

耕
そ
う
未
来
―
５
５
０
万
人
と
と
も
に

創
る
北
海
道
農
業
な
ど
を
目
標
と
す
る
第

28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
11
月
11
日
、
道

都
札
幌
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
道
内
各

Ｊ
Ａ
の
役
職
員
、
連
合
会
な
ど
関
係
者
約
２
、

３
０
０
人
が
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　
「
力
強
い
農
業
と
豊
か
な
魅
力
あ
る
農

村
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
農
業
所
得

20
㌫
増
大
、
新
規
担
い
手
倍
増
を
め
ざ

し
、
数
値
目
標
に
よ
る
到
達
度
を
明
確
化

す
る
こ
と
と
し
、
組
合
員
、
Ｊ
Ａ
、
連
合
会
、

中
央
会
の
役
割
を
含
め
、
着
実
に
実
践
す

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
費
者
、
地
域
社
会
そ
し
て
北

海
道
５
５
０
万
人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
め
ざ
す
大
会
決
議
の

採
択
と
併
せ
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
北
海
道
農
業
、

農
村
及
国
民
の
命
と
暮
し
を
守
る
特
別
決

議
」
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

実
効
あ
る
協
同
運
動
を
め
ざ
し

　

大
会
で
は
、
実
行
委
員
長
を
務
め
る
Ｊ

Ａ
道
中
央
会
の
飛
田
会
長
が
、
大
筋
合
意

に
至
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
「
道
民
・
国

民
の
命
を
守
る
、
食
を
守
る
農
業
に
つ
い

て
は
生
命
産
業
に
携
わ
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

北
海
道
の
重
要
な
使
命
、
そ
し
て
農
業
の

担
い
手
が
将
来
に
わ
た
り
、
意
欲
と
希
望

を
持
っ
て
営
農
を
継
続
で
き
る
と
と
も
に
、

北
海
道
の
地
域
経
済
、
社
会
、
国
民
の
命

と
暮
ら
し
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
っ
て
脅
か
さ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
今
後
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
行
く
」
と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
協
法
改
正
に
対
し
て
「
准
組

合
員
制
度
」
の
あ
り
方
な
ど
こ
れ
か
ら
検

討
さ
れ
る
内
容
が
あ
る
も
の
の
、
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
北
海
道
と
し
て
は
、
先
に
示
し
た

改
革
プ
ラ
ン
を
、
今
大
会
を
通
じ
て
さ
ら

に
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

農
協
改
革
な
ど
、
一
大
転
換
期
を
迎
え
、

今
回
の
大
会
を
通
じ
、
今
後
の
取
組
み
に

つ
い
て
結
束
し
て
確
認
す
る
と
と
も
に
、

農
業
・
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
幅
広
い
理
解
と
共

感
を
得
る
取
り
組
み
が
な
お
一
層
求
め
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
決
議
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋

合
意
に
「
情
報
の
開
示
や
国
民
的
議
論
が

一
切
さ
れ
な
い
ま
ま
、
国
会
決
議
と
の
整

合
性
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
内
容
で
決
着
し

た
こ
と
に
対
し
、
北
海
道
農
業
者
は
大

き
な
不
安
と
政
府
に
対
す
る
強
い
不
信

や
憤
り
を
感
じ
て
い
る
」
と
強
調
し
、
政

府
、
国
会
議
員
に
合
意
内
容
の
全
容
と
影

響
、
国
会
決
議
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
説

明
責
任
を
果
た
し
、
生
産
者
の
不
安
を
払ふ
っ

拭し
ょ
くす
る
こ
と
な
ど
を
求
め
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

大会参加者の声
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　2015 年度は協同組合運動の中でも内憂外患の
年度で、際立って多彩な出来事に包まれたこと
は記憶に新しい。ＪＡの全国・全道大会が終了し、
改正農協法が示されてから初めての農協法公布
記念行事が実施された。当ＪＡでは組合員宅一
日一斉皆訪問の関連の行事の一環として職員の
意識の啓発やクオリティの高いＪＡマンをめざ
す研修会を実施。この後の集落代表者研修会等
も含め協同活動強化運動のひとつとして位置付
けている。
　米国の対日農業政策に端を発し「規制改革会
議」が難癖をつけて論議が始まった。現政権が
掲げる新自由主義の本質は、国民の 99㌫から富
を奪い、1㌫の富裕層や大企業に集中させること
だと指摘する識者がいるが、実際にその方向に
向かっている。このままだと日本農業が破壊さ
れ、食料自給率はさらに低下することは明明白
白で、99㌫の国民は一時も早くこの事実を受け
とめるべきである。加えて対日農業政策に関わ
る要望では、①米国の過剰農産物のはけ口②農
林系マネーの収奪③日本国内の農業生産を支配
( 農協解体と米国型大量生産方式 ) と指摘され、
その延長線上に、ＪＡ全中と農協を解体し、農
業部門と金融部門を分離することにある。
　協同運動の原点は産業組合時代から不変で、
大手資本の収奪に結束して立ち向かうこと、経
済的・社会的に組合員の皆さんの地位向上に努
めることである。さらには事業活動を通じ、地
域の経済や暮らしにも反映することなど、多彩
でその役割は貴重なのだ。協同組合は利益を追
求する株式会社とは異なる理念に基づいている。
地元コミュニティにサービス (利用 ) を提供して
いるＪＡの存在なしに日本の地域社会は維持不
可能なところまできている。

今、ＪＡがめざすこと

協同運動強化月間に思う

　

Ｊ
Ａ
と
組
合
員
の
皆
さ
ん
の
絆
を
よ
り
強
く
し
、
協
同

活
動
強
化
の
一
環
と
し
て
の
“
組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪

問
”
が
今
年
も
11
月
19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
法
公
布
記
念
事
業
と
も
連
動
し
て
実
施
さ
れ
た
こ

の
取
り
組
み
に
は
、
保
安
な
ど
の
一
部
の
部
門
を
除
き
、

Ｊ
Ａ
業
務
を
休
業
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
出
発
前
に
関
係
職
員
が
大
ホ
ー
ル
に
集
ま

り
、
熊
谷
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
農
協
法
公
布
の
意
義
や

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
始
め
と
す
る
農
業
情
勢
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

密
接
な
関
わ
り
の
農
業
生
産
状
況
な
ど
の
訓
示
を
受
け
、

各
班
ご
と
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
訪
問
班
は
39
班
83
名
で
組
合
員
の
皆
さ
ん
宅
を

訪
問
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
心
温
ま
る
“
お
も

て
な
し
”
を
頂
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

訪
問
終
了
時
の
職
員
研
修
会
で
は
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

講
師
に
㈱
貴
友
社
の
伊
藤
由
美
代
表
を
招
き
、
テ
ー
マ
を

「
ス
イ
ス
イ
出
世
す
る
人
、
デ
キ
る
の
に
不
遇
な
人
」
と
し

て
、
意
識
啓
発
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

絆強く 協同活動の強化
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

組
合
員
宅
一
日
一
斉
皆
訪
問

　人びとが支え合い課題を解決する。つまり、人びと
が集まって助け合うことで、経済的・社会的な課題を
解決するための組織で、日本では二宮尊徳が 1843 年
に作った「小田原報徳社」が“原点”とされています。
農業者ひとりでは不足している、生産に必要な資材の
購入や、農産物の販売をする際の業者との価格交渉力
を高めることで農業者の安定経営をめざすものです。
株式会社と一番異なるのは、利潤の追求を目的として
いないことです。

●●●● JAの基礎知識●●●●

協 同 組 合 っ て 何 ？
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農
業
は
地
域

経
済
の
支
え

「
食
と
暮
ら
し
を
守
る
」

　

真
の
闘
い
は
こ
れ
か
ら

　

難
航
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
は
、
２
０
１
５
年
10

月
に
、「
つ
い
に
大
筋
合
意
」
に
達
し
た
と
発
表

さ
れ
、
わ
が
国
で
は
、“
歴
史
的
快
挙
”
の
よ
う

に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
の
暮
ら
し
と
食
と

農
を
守
る
た
め
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
し
て
き
た
も

農
業
は
地
域

経
済
の
支
え

～鈴木宣弘氏～
　東京大学大学院農学国際専攻教授。
1958 年三重県生まれ。東京大学農学部
卒。農林水産省職員、九州大学農学部助
教授、教授を経て2006年 9月から現在職。
　食料貿易に関しては、一部の輸出産業
の短期的利益や安い食料で消費者が得る
利益だけで判断するのではなく、極端な
食料自給率の低下による国家安全保障の
問題。地域社会の崩壊、窒素過剰による
国土環境や人々の健康への影響等、長期
的に失うものの大きさを総合的に勘案し、
国民的な議論を尽くすべきと主張されて
いる。

　

食
料
の
安
全
保
障
は
、
食
の
安
全
安
心
と
不
離
一

体
に
自
分
の
国
で
生
産
す
る
こ
と
を
基
本
に
し
て
い

た
も
の
の
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
生
活
や
健
康
の
根
幹

に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
国
会
決
議
は
守
る
と
の
前

提
で
進
め
ら
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
。
そ
の
結
果
は
誰
も
が
認

の
と
し
て
大
筋
合
意
に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に

残
念
で
あ
り
、
暴
走
を
止
め
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
深
く
お
詫
び
を
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
回
の
大
筋
合
意
は
、
決
裂
し
な
か
っ
た

と
装
う
た
め
の
見
切
り
発
車
の
「
合
意
の
側

面
」
が
あ
り
ま
す
。
日
本
の
交
渉
関
係
者
は

今
回
の
ア
ト
ラ
ン
タ
閣
僚
会
合
の
前
に
、
決

着
で
き
な
い
部
分
は
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
表

現
で
「
火
種
を
残
し
た
ま
ま
で
、
と
に
か
く
合

意
し
た
形
は
作
れ
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
が
合
意
の
た
め
に
は
何
で
も
す
る
「
草

刈
り
場
」
と
化
し
、
譲
歩
を
一
手
に
引
き
受
け
、

こ
こ
ま
で
し
て
大
筋
合
意
を
装
い
た
か
っ
た
の

は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
す
。

　

政
府
は
「
も
う
終
わ
っ
た
こ
と
、
あ
と
は
攻

め
の
農
業
の
み
」
と
い
う
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く

り
を
メ
デ
ィ
ア
も
総
動
員
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
現
場
で
頑
張
っ
て
い
る
地

域
の
人
々
や
農
家
が
浮
か
ば
れ
な
い
。
党
の
公

約
と
国
会
決
議
は
す
べ
て
反
故
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
決
議
と
整
合
す
る
と
の
根
拠
が
示
さ
れ

な
い
限
り
、
批
准
の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

他
の
国
の
状
況
で
す
が
、
米
国
を
筆
頭
に
国

内
の
反
対
が
強
く
、
簡
単
に
批
准
で
き
る
状
況

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
が
国
だ
け
が
、
政
府
に

良
い
よ
う
に
あ
し
ら
わ
れ
て
い
て
は
恥
ず
か
し

い
こ
と
な
の
で
す
。
最
後
ま
で
地
域
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
強
い
覚
悟
を
持
っ
て
、
私
た
ち
の

食
と
農
と
暮
ら
し
の
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く

た
め
に
戦
う
人
が
い
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

闘
い
は
こ
れ
か
ら
と
も
言
え
ま
す
。

　
困
難
予
想
の
各
国
議
会
承
認

　

米
国
の
議
会
が
大
統
領
へ
の
交
渉
権
限
付
与

の
承
認
に
あ
た
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
米
国
が
獲
得
す

べ
き
条
件
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
が
、
通
商
政
策

を
統
括
す
る
共
和
党
の
ハ
ッ
チ
委
員
長
は
、
今

回
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
は
「
残
念
な
が
ら
嘆
か
わ
し

い
ほ
ど
不
十
分
」
と
表
明
し
た
の
で
す
が
、
こ

れ
は
こ
の
ま
ま
で
は
議
会
承
認
が
難
し
い
こ
と

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
時
期
米
国
大
統
領
最
有

力
候
補
の
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン
さ
ん
も
米

国
の
雇
用
が
奪
わ
れ
る
な
ど
の
理
由
で
反
対
を

表
明
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
で
は
、
新
政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
す

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
不
満
を
抱

え
て
お
り
、
各
国
と
も
こ
の
ま
ま
で
批
准
さ
れ

る
見
込
み
は
薄
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
中

で
日
本
政
府
だ
け
が
前
の
め
り
に
米
国
の
追
加

要
求
に
応
じ
て
い
る
の
で
す
ね
。
で
す
か
ら
批

准
に
向
け
た
国
内
手
続
き
を
急
ぐ
の
は
愚
か
な

主
食
は
自
分
の
国
で

め
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
農
業
に
限
ら
ず

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
わ
が
国
へ
及
ぼ
す
影
響
は
大
き
い
と
慎
重

論
を
唱
え
る
鈴
木
宣
弘
が
こ
の
ほ
ど
当
麻
町
で
講
演

を
行
い
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、

シ
リ
ー
ズ
で
報
告
い
た
し
ま
す
。
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こ
と
で
す
。

　

農
業
関
係
者
は
特
に
、
も
う
決
ま
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
と
諦
め
ム
ー
ド
に
入
る
べ
き
で
は

な
い
の
で
す
。

わ
が
国
与
党
の
決
議
は
破
綻

　

そ
も
そ
も
、
７
月
の
交
渉
決
裂
前
か
ら
わ
が

国
は
政
府
与
党
が
決
議
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
守
る
べ

き
国
益
６
項
目
は
、
い
つ
の
間
に
か
す
べ
て
、

破
綻
し
て
い
ま
す
。
農
産
物
の
関
税
に
限
ら
ず
、

軽
自
動
車
税
は
も
う
1.5
倍
、
自
由
診
療
の
拡
大

や
全
国
の
郵
便
局
窓
口
で
の
米
国
、
Ａ
社
の
保

険
販
売
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
ポ
ス
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
農
業

な
ど
の
食
品
の
安
全
基
準
の
緩
和
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｓ

へ
の
賛
成
な
ど
米
国
の
要
求
が
満
た
さ
れ
、
わ

が
国
の
国
民
に
守
る
と
約
束
し
た
国
益
の
決
議

は
全
面
的
に
破
綻
し
て
い
る
の
で
す
。

　

日
米
の
農
産
物
関
税
に
つ
い
て
は
、
オ
バ

マ
大
統
領
の
訪
日
時
の
秘
密
合
意
の
ス
ク
ー

プ
記
事
と
最
近
の
合
意
内
容
の
記
事
が
ほ
ぼ

同
じ
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お

り
、
相
当
前
か
ら
ほ
ぼ
合
意
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
内
容
と
そ
れ
と
セ
ッ
ト
で
発

表
の
準
備
が
さ
れ
て
い
る
国
内
対
策
は
抜
本

的
な
対
策
と
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
、
こ
れ
で

「
決
議
を
守
っ
た
」
と
強
弁
で
き
る
と
は
到
底

思
え
ま
せ
ん
。
記
者
発
表
の
資
料
を
見
て
も

明
ら
か
な
と
お
り
「
こ
ん
な
に
必
死
に
戦
っ

て
何
と
か
こ
の
位
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
だ

か
ら
納
得
し
て
ほ
し
い
」
と
、
国
民
や
農
業

者
を
ご
ま
か
す
た
め
の
壮
大
な
「
演
技
」
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
水
面
下
で
は
、
す
べ
て
準

備
は
完
了
し
て
い
た
の
で
す
。

　

米
国
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
か
ら
取
る
べ
き

も
の
は
ほ
ぼ
す
べ
て
取
り
、
日
本
が
期
待
す

る
米
国
の
自
動
車
関
税
の
撤
廃
は
、「
骨
抜
き
」

に
し
て
農
産
物
な
ど
の
実
例
は
確
保
し
た
「
日

米
Ｆ
Ｔ
Ａ
」
を
作
り
上
げ
て
い
る
の
で
す
。

“
踏
み
と
ど
ま
っ
た
感
”
を

　
　

演
出
し
た
“
演
技
”

　

牛
肉
関
税
の
９
㌫
に
象
徴
さ
れ
る
様
に
今
回

の
主
な
合
意
の
内
容
は
、
す
で
に
昨
年
４
月
の

オ
バ
マ
大
統
領
の
訪
日
時
に
一
部
の
メ
デ
ィ
ア

が
「
秘
密
合
意
」
と
し
て
報
道
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
今
回
の
合
意
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
す

の
で
、
安
倍
総
理
と
オ
バ
マ
大
統
領
は
昨
年
４

月
に
は
「
寿
司
屋
で
握
っ
て
い
た
」
の
で
す
。

　

そ
の
わ
ず
か
２
週
間
前
に
、
日
豪
合
意
で
は
、

冷
凍
牛
肉
関
税
を
38
・
５
㌫
か
ら
19
・
５
㌫
と

下
げ
、
国
会
決
議
違
反
と
の
批
判
に
対
し
て
、

19
・
５
㌫
を
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
日
米
交
渉
の
レ
ッ
ド
ラ

イ
ン
と
し
て
踏
ん
張
る
か
ら
・
・
・
と
国
民
に

は
言
い
訳
を
し
て
お
き
な
が
ら
舌
の
根
も
乾
か

な
い
内
に
９
㌫
に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら

恐
れ
入
っ
た
話
で
す
よ
ね
。

　

そ
の
後
は
双
方
が
熾
烈
な
交
渉
を
展
開
し
て

必
死
に
頑
張
っ
て
い
る
演
技
を
し
て
、
出
す
べ

き
タ
イ
ミ
ン
グ
を
計
っ
て
い
た
だ
け
の
「
猿
芝

居
」
だ
っ
た
の
で
す
。
フ
ロ
マ
ン
氏
、
甘
利
氏

と
の
徹
夜
で
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
た
演
技
は
す
ご

い
。「
こ
れ
だ
け
厳
し
い
交
渉
を
続
け
て
、
こ

こ
で
踏
み
と
ど
ま
っ
た
の
だ
か
ら
許
し
て
く

れ
」
と
言
い
訳
を
す
る
た
め
の
芝
居
に
は
、
将

来
不
安
で
悩
み
、
廃
業
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
現

場
の
農
業
者
の
苦
し
み
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は

ど
う
で
も
い
い
こ
と
な
の
で
す
。
い
か
に
米
国

や
官
邸
の
指
令
に
従
い
、
こ
と
を
成
し
遂
げ
る

か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

国
内
対
策
と
の
合
わ
せ
技
で

「
文
句
は
言
わ
せ
な
い
！
」
戦
略

　
「
重
要
品
目
は
再
協
議
」
と
い
う
国
会
決
議

と
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
国
会
決

議
の
「
除
外
」
は
、
関
税
撤
廃
の
除
外
で
あ
っ

て
、
関
税
削
減
や
一
定
数
量
内
の
無
税
枠
の
設

定
は
、
否
定
し
て
い
な
い
と
い
う
姑
息
な
理
屈

も
当
初
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
再
生
産
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
」
と
の
枕

詞
を
乱
発
し
、
国
内
対
策
と
の
合
わ
せ
技
で

「
文
句
は
言
わ
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
品
目
ご
と
に
検
証
し
ま
す
と
、
ま
ず
コ
メ

は
、
現
行
77
万
㌧
の
無
関
税
枠
に
追
加
し
、
米

国
と
豪
州
向
け
に
当
初
は
5.6
万
㌧
か
ら
13
年
目

以
降
は
さ
ら
に
７
・
84
万
㌧
の
追
加
輸
入
枠
を

供
与
す
る
こ
と
に
加
え
、
調
整
品
、
加
工
品
は

関
税
を
撤
廃
も
し
く
は
削
減
す
る
と
し
な
が
ら

抜
本
的
な
対
策
は
何
ら
準
備
さ
れ
て
は
い
ま
せ

ん
。
す
で
に
多
く
の
稲
作
生
産
者
が
稲
作
の
継

続
が
困
難
に
な
る
と
悲
鳴
を
あ
げ
て
い
る
の
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
輸
入
米
の
増
加
圧
力
も
加
わ
っ

て
、
さ
ら
な
る
米
価
の
下
落
は
避
け
ら
れ
そ
う

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

近
年
の
コ
メ
在
庫
と
価
格
の
関
係
を
分
析
し

て
み
ま
す
と
、
コ
メ
在
庫
が1

万
㌧
増
加
し

ま
す
と
、
価
格
は
60
㌔
あ
た
り
、
41
円
下
落
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
７
・
84
万
㌧

増
加
す
る
な
ら
３
２
１
円/

俵
の
下
落
圧
力
に

な
る
こ
と
は
明
白
な
ん
で
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

コ
メ
収
入
へ
の
依
存
度
が
高
い
専
業
的
な
稲
作

経
営
者
か
ら
存
続
の
危
機
に
陥
る
可
能
性
が
高

い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
次
号
へ
）
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☎92-3455　FAX92-3488

FARM LAND からのお知らせ

共済掛金払込証明書の
一時お預かりについて

貯金共済課共済店舗　☎68-7017

　保険料控除申告時に必要になります「共済掛金払

込証明書」につきまして、昨年と同様に、貯金共

済課共済店舗にて一時お預かりさせて頂いておりま

すので何卒ご理解を頂きますようお願い申し上げま

す。

　ご必要の際には共済窓口までご来店ください。

RYOBI　充電式ヒートベストで快適生活

冬の防寒　キャンペーン
充電式ヒートベスト　
モバイルバッテリー付　限定品
軽量・軽快・快適作業！
体に合せ自由に選べる４つのサイズ！

充電式ヒートベスト限定品
希望小売価格￥24,800

特別価格￥17,000　　 年末のＪＡ業務時間の
ご案内
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軽油配送日の変更について

ホクレン美瑛北町給油所　℡92-2157

　冬期間の軽油配送日について、下記の内容での
配送となりますのでお知らせします。

期　間：12 月～３月（冬期間）
油　種：軽油
配送日：毎週水曜日（週１回・祭日の場合はその
　　　　前後・正月期間はお休みします）
　　　　※配送のご予約はお早めにお願いします。

青年部・フレッシュミセス会
ふれあい交流会のお知らせ

営農部　☎68-7014　FAX92-2977 研修センター　☎92-0588

青年部・フレッシュミセス会主催の
新イベント！

ダンデリオンのケーキやピクニックのサンドイッ
チなど町内外からおいしいものばかりを集めまし
た！
お子さんも連れて、ぜひぜひご家族で遊びに来て
ください♪

開催日時：平成２７年１２月１９日（土）　
　　　　　１３：００～　１５：００
場　　所：ＪＡ本所３階　大ホール
参加費用：青年部員
　　　　　フレッシュミセス会員　１，５００円
　　　　　ＪＡ職員
　　　　　組織未加入者　　　　　１，０００円
申込方法：電話またはＦＡＸにて営農部まで
　　　　　お申込みください♪
申込期日：1 ２月９日（水）まで♪お早めに！
その他：組織未加入者の会費は当日現金で徴収い
たします。 
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第1103号　平成27年12月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

年金友の会で会員交流
　年金友の会（谷口健三会長）では、好評の観楓会を 11月 10 日から
4日間の日程で行いました。
　今回は北陸新幹線開業で、全国的なブームの北陸方面です。
　参加者は 34名。コースの人気も手伝って予定人数は早々と達成する
ものとなりました。
　観光先は、石川県の兼六園、九谷焼の専門店、古都金沢のひがし茶
屋街、越中五箇山にある柏倉合唱集落のほか、輪島の朝市散や日本海
に面した千枚田など多彩です。
　また、サスペンスドラマで登場する東尋坊では切り立った六角すい
の岩場で少し“スリル”を味わう場面もありました。
　夜の歓談、交流も旅の思い出も重ねて和やかなものとなりました。

　

支
部
の
交
流
を
深
め
る
青
年
部
・
Ｆ
ミ
セ
ス
の
催
し
が
今
年
も
11
月
22
日
、
美
瑛

町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
で
、
農
閑
期
の
ひ
と
と
き
に
な
ご
や
か
に
プ
レ
ー
し
な
が
ら

も
、
時
に
は
強
烈
な
“
ス
パ
イ
ク
”
の
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
を
移
動
し
て
の
部
員
交
流
は
Ｊ
Ａ
３
Ｆ
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
恒
例
の
早
食

い
競
争
で
は
時
折
部
員
の
笑
い
を
誘
う
場
面
も
見
ら
れ
、
終
始
な
ご
や
か
な
ム
ー
ド

で
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

おみやげは“思い出”

“五箇山”の合掌集落

合掌集落内の住居見学

奥能登の塩田村での
ガイド案内を受ける皆さん

チビッ子大集合、未来の農業後継者に
エール

ス
ポ
ー
ツ
に
快
汗
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
改
笑

部員交流楽しく

強烈なアタック

アトラクションは支部対抗の早食い競争
息がつまりそう・・・
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第1103号　平成27年12月1日号　毎月1日発行
ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

【全体運】より行動的になり、さまざまなことにト
ライ可能です。周囲から頼られやすくなるので、
面倒見よく接してみて

【健康運】睡眠不足になりがち。体調管理を大切に
【幸運を呼ぶ食べ物】ミカン

【全体運】試す前から失敗したときの心配ばかり
しそう。あれこれ考え過ぎず開き直るのが正解。
開運には鏡を磨くと吉

【健康運】暴飲暴食に注意。腹八分目が健康の秘訣
【幸運を呼ぶ食べ物】水菜

【全体運】思い込みが激しくなる暗示。行動前に人
の助言を聞いてみる、心のゆとりを持って。冷静
さアップには芸術鑑賞を。

【健康運】おおむね良好。スポーツを満喫する好機です
【幸運を呼ぶ食べ物】キンメダイ

【全体運】対人運が不安定。人のうわさ話に興味を
持つと運気低下を招く原因に。常に思いやりの姿
勢と笑顔を忘れないで

【健康運】ストレスをため込む傾向に。気分転換を
【幸運を呼ぶ食べ物】タラコ

【全体運】忘年会やパーティーなど、華やかなイ
ベントが目白押しで大いに楽しめる月。新しいこ
とへの挑戦も大賛成！

【健康運】行動的になるほど、より元気になれそう
【幸運を呼ぶ食べ物】芽キャベツ

【全体運】感情的になりやすい気配。ささいなこと
でイライラしないよう、おおらかに構えて。清掃
に力を入れると開運に

【健康運】腰が重くなるかも。動けば運気好転へ
【幸運を呼ぶ食べ物】ヒラメ

【全体運】発想力がさえ、素晴しいプランやアイデ
アがひらめくはず。忘れないようにメモしておく
とのちのち役立ちます

【健康運】疲労を蓄積しやすいよう。適度な休息を
【幸運を呼ぶ食べ物】ハクサイ

【全体運】ゆったり過ごせる、心穏やかな期間。趣味
や習い事に励むなど、プライベートの充実を図る
と手応え十分

【健康運】食生活を正すことで体調にも好影響が
【幸運を呼ぶ食べ物】レンコン

【全体運】前向きになれる予感。過去に駄目だった
ことも今度は成功させられそう。クリエーティブ
な活動にも幸運あり

【健康運】血行促進を図れば、さらに好転の兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】タラ

【全体運】安定期。縁の下の力持ち的役割でも、快
くこなせるでしょう。誰にでも親切にできるので、
自然と人気運アップへ

【健康運】ゆったりすることで調子が上向きます
【幸運を呼ぶ食べ物】レモン

【全体運】興味のあることに意識を向けると新し
い発見や出会いに恵まれそう。ネットやメールを
通じた情報収集にもツキ

【健康運】体力増強に向いています。運動を始めて
【幸運を呼ぶ食べ物】長ネギ

【全体運】プレッシャーを感じやすい時期。独断で
動くと、一人で空回りする結果に。周囲との連携
プレーを大事にして

【健康運】体を冷やすのは×。動いて温めると吉
【幸運を呼ぶ食べ物】野沢菜
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☆
当
選
者
は

守　
　
　

よ　

し
さ
ん

川　

口　

千　

恵
さ
ん

高　

橋　

和　

子
さ
ん

橋　

本　

エ
ミ
子
さ
ん

坂　

田　

容　

子
さ
ん

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

①
新
年
に
寺
社
へ
出
掛
け
て
済
ま
せ

ま
す

②
ド
ラ
イ
バ
ー
で
締
め
る
物

③
解
答
用
紙
の
―
―
を
文
字
で
埋
め

た
④
年
表
を
見
る
と
概
要
が
つ
か
み
や

す
い
か
も

⑥
騎
手
が
馬
に
入
れ
る
物

⑨
サ
ハ
ラ
、
ゴ
ビ
、
タ
ク
ラ
マ
カ
ン

と
い
え
ば

⑩
受
話
器
を
離
さ
ず
に
延
々
と
続
け

ま
す

⑪
自
動
車
の
燃
料
タ
ン
ク
が
空
っ
ぽ
の

状
態

⑬
―
―
心
頭
に
発
す
る

⑭
父
や
母
の
、
父

⑯
古
い
石
碑
に
生
え
る
こ
と
も
あ
り

ま
す

②
首
に
掛
け
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー

⑤
髪
は
こ
こ
を
中
心
に
渦
巻
き
ま
す

⑦
釣
り
人
が
じ
っ
と
眺
め
る
物

⑧
安
倍
川
に
し
ま
す
か
、
砂
糖
じ
ょ

う
ゆ
で
食
べ
ま
す
か

⑨
色
が
白
っ
ぽ
い
―
―
そ
ば
は
、
ソ

バ
の
実
の
中
心
部
分
を
ひ
い
た
粉

で
作
り
ま
す

⑪
屋
外
で
写
生
す
る
と
き
の
机
代
わ

り
⑫
Ｃ
Ｄ
と
も
呼
ば
れ
る
コ
ン
パ
ク
ト

―
―

⑭
腕
ま
く
り
す
る
と
き
折
る
物

⑮
イ
チ
か
バ
チ
か
の
大
き
な
―
―
に

出
た

⑯
土
を
盛
っ
て
造
っ
た
古
代
の
権
力

者
の
墓

⑰
あ
る
限
り
全
部
の
物

Ａ
→
Ｅ

『
ト
シ
ノ
ク
レ
』
で
し
た

Ｅ

Ｅ

ク
チ
エ

マ
ト
イ
ケ
タ

ヨ
テ
イ

イ
ク
ラ

シ
ン
タ
ア
シ
タ

ソ
ラ
バ
レ
ン

ク
ル
ブ
シ

イ
ン
シ

ミ
ノイ

ツ
キ
ダ
シ
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昭和45年３月５日 （第３種郵便物認可）

　農協法公布記念日を前後して全国津々浦々の JAで「協同
運動強化期間」を設け、事業や記念の取組みが行われています。
当 JAの組合員宅への訪問、記念講演などもそのひとつです。
協同組合は長い歴史の中で先輩が築き上げてきたもので、日
本型農業協同組合はその典型。当 JAは平成 30 年には創立
70年の節目を迎える。言われなき批判の中で農協法が改正さ
れ、相互扶助とは相反する株式会社的方向性も認められるが、
心配のタネは尽きない。

745 人

1,848 人

244 億 9 千万円

73 億 6 千万円

 11 億 0 千万円

36 億 7 千万円
（平成 27 年 10 月末）

発生件数　　2 件（17 件）　《18 件》
　　負傷　　2 人（17 人）　《18 人》
　　死亡　　0 人（ 0 人）　《 0 人》

（　）は 27 年度累計　《　》は昨年同期累計

（11月20日現在）

12

1日（火）　集落代表者研修会

8日（火）　JAびえい同志会総会

19日（土）　青年部・Fミセスふれあい交流会

　30日（水）　JA仕事納め

平
成

27年
12月

1日（
毎

月
1回

発
行

）
昭

和
45年

3月
5日

第
3種

郵
便

物
認

可
毎

月
1日

発
行

1103
熊

谷
留

夫
総

合
企

画
部

　

美
味
し
さ
を
い
っ
ぱ
い
に
し
て
来
春
に

登
場
し
ま
す
。
初
冬
の
風
物
詩
と
な
っ
た

越
冬
馬
鈴
薯
の
“
ね
か
せ
”
作
業
が
11
月

５
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

美
瑛
産
の
越
冬
馬
鈴
薯
は
、
厳
し
い
寒

さ
を
地
中
で
耐
え
て
い
る
間
に
馬
鈴
薯
特

有
の
美
味
し
さ
が
増
す
と
い
う
も
の
で
、

美
瑛
選
果
で
も
人
気
商
品
の
ひ
と
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

第7回理事会　10月30日（金）

■議案審議事項

議案第１号　規定類の制定及び一部変更について

・原案どおり承認されました。

議案第２号　リースによる固定資産の賃借について

・原案どおり承認されました。

■協議事項

①第 40回組合員宅一日一斉皆訪問の実施について

②第 42回集落代表者研修会の実施要領について

甘
み
を
増
し
ま
す

“
雪
ム
ロ
越
冬
馬
鈴
薯
”
冬
眠
、
来
年
春
ま
で
…

　

今
回
の
作
業
は
１
㍍
ほ
ど
の
「
た
て
穴
」

を
掘
り
、
そ
れ
ぞ
れ
地
底
・
側
面
、
上
部

と
も
“
コ
モ
”
で
覆
い
、
凍
ら
な
い
よ
う

に
土
を
か
け
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
呼
吸

を
す
る
た
め
の
円
筒
も
立
て
ま
す
。

　

品
種
は
主
に
「
男
爵
」
で
す
が
、
今
年

か
ら
試
験
的
に
甘
く
て
人
気
の
高
い
「
イ

ン
カ
の
め
ざ
め
」
も
雪
ム
ロ
で
越
冬
さ
せ

ま
す
。
メ
ッ
シ
ュ
タ
イ
プ
の
フ
レ
コ
ン
バ
ッ

ク
11
個
で
約
７
㌧
。
担
当
者
は
慣
れ
た
手

つ
き
で
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
越
冬
馬
鈴

薯
は
、
美
瑛
選
果
を
通
じ
て
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
毎
年
人
気
も
上
向
き
で
夏

前
に
は
完
売
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
長
い
冬
眠
に
入
り
ま
す
が
、

お
目
覚
め
は
来
年
の
３
月
頃
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
毎
年
好
評
の
越
冬
馬
鈴
薯
。
今

年
も
寝
か
せ
ま
し
た
。




